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はじめに ～ヤンバルクイナとロードキル～ 
沖縄本島北部地域（通称：やんばる）は、「やんばる（山原）」と呼ばれる豊かな自然が

分布する森林地域に位置しており、道路事業にあたっては自然との共存が重要となってい

ます。 
これまでも自然環境に配慮した道路事業を実施してきましたが、近年、マングース等外

来種の分布拡大、道路上での事故「ロードキル」の増加などによって、多くの小動物の絶

滅の危険性はますます高まってきており、今後更なる対策が必

要と考えています。 
特に、絶滅の危機が目前に迫っているヤンバルクイナは、推

定生息数約 717 羽（2005 年）に対して、2007 年だけで少なく

とも 23 件の事故が発生しています。また、事故件数は毎年増

加を続けており、「ロードキル」が種の存続に向けて大きな課

題のひとつとなっています。 
以上より、国道・県道におけるヤンバルクイナ保全対策は急務と認識し、以下の取り組

みを行っていきます。 

※ヤンバルクイナは非常に運動能力が高く、ロードキル対策が最も難しい種です。そこで、ヤン
バルクイナ保全への取り組みは、その他の同様に絶滅が危惧されている小動物（ケナガネズミ、
オキナワトゲネズミ、リュウキュウヤマガメ、イシカワガエル、ホルストガエル、ナミエガエ
ル、イボイモリ等）への効果も期待されるものであり、やんばる地域の生態系全体の保全にも
つながるものと考えます。 

沖縄本島 

環境省 澤志泰正氏撮影
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Ⅰヤンバルクイナ保全への考え方 
①ロードキルや移動分断のない道路づくりを目指します。 

ヤンバルクイナ保全が道路事業における緊急の課題と認識して、ロードキル低減に真剣

に取り組みます。将来的にはロードキルや移動分断のない道路づくりを目指して、努力し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②アダプティブマネジメント（順応的管理）を導入します。 

ヤンバルクイナの行動特性には不明な点が多く、調査や試験で一つずつ検証していく時

間的な余裕もない中で、完全な対策を講じることは難しい場合も考えられます。そこで、

現在の知見で考えられる対策（試験）を実施し、「失敗したらその原因を分析し対策手法を

修正する」手順を循環的に継続していくことによって、対策効果を高めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【【対応方針対応方針】】

「アダプティブマネジメント」（順応的管理）「アダプティブマネジメント」（順応的管理）

予想せぬ生態系の
反応に対してきめ細
かなモニタリング

予想せぬ生態系の
反応に対してきめ細
かなモニタリング

有識者
専門家
住民等

現在の知見で考えられる対策を実施

有識者
専門家
住民等

現在の知見で考えられる対策を実施現在の知見で考えられる対策を実施

失敗したら原因を分析し、対策を修正失敗したら原因を分析し、対策を修正

循環的に継続循環的に継続

これまでの対策効果（草刈り等） 

ヤンバルクイナ等の絶滅の 
危険性がますます高まる 

取り組み展開期 
＆技術開発期 

取り組み拡大期 

↑ 
個 
体 
数 

取り組み初期 

潜在的なロードキル個体数

注意喚起（標識設置、草刈り等） 
保全対策（側溝改良等） 

（看板等） 

（横断路設置、 
侵入対策等） 

手法改良・ 
設置範囲拡大 
 

ロードキル回避個体数

ロードキル個体数 

２
０
？
？
年 

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

２
０
１
０
年
頃

↑ ↑ 

２
０
０
８
年 

２
０
０
７
年 

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

１
９
９
０
年
頃

年 23 件
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③幹線道路の機能とヤンバルクイナの保全の両立を図ります。 

国道 58 号、県道 70 号線、県道 2 号線は、地域住民の生活に不可欠な幹線道路となって

います。これまでどおり安全、快適な走行が可能な道路を維持しつつ、ヤンバルクイナ保

全も両立する道路づくりに取り組んでいきます。 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④国・県・村・住民・専門家との連携・協働により、充実した対策を施します。

限られた時間の中で、効果的かつ効率的な対策を検討していくために、目的を同じにす

る国道・県道が連携して取り組みを進めていきます。また、地域との連携を図り、道路事

業者だけでは対応しきれない作業を協働することによって、ヤンバルクイナ保全へのより

大きなな力を得たいと考えています。 

 

  

尾西岳 尾西岳 尾西岳 尾西岳 尾西岳 

西路岳 西路岳 西路岳 西路岳 西路岳 

照首山 照首山 照首山 照首山 
照首山 

伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 

     

     

     

     

     

国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 
 

照首山 照首山 照首山 照首山 
照首山 

伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 

与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 

伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 

     

     

東村 東村 東村 東村 東村 

国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 

大宜味村 大宜味村 大宜味村 大宜味村 大宜味村 

県道２号

県道 70 号

国道 58 号 

 ヤンバルクイナ生息域 

奥

辺戸

与那 

辺野喜

謝敷

佐手

宇嘉

座津武

宜名真

楚洲

安田

安波

伊地

宇良 

辺土名 
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Ⅱ．ヤンバルクイナ保全への取り組み 
国道・県道連携のもと、以下の取り組みを実施していきます。 

 

尾西岳 尾西岳 尾西岳 尾西岳 尾西岳 

西路岳 西路岳 西路岳 西路岳 西路岳 

照首山 照首山 照首山 照首山 
照首山 

伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 

     

     

     

     

     

国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 

照首山 照首山 照首山 照首山 
照首山 

伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 

与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 

伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 

     

     

東村 東村 東村 東村 東村 

国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 

大宜味村 大宜味村 大宜味村 大宜味村 大宜味村 

取り組み１（目撃調査）

取り組み５（注意喚起）
看板・標識・草刈り等

取り組み３（道路侵入対策）
３①ｸｲﾅﾌｪﾝｽによる侵入防止 

取り組み２（横断路整備） 
２③既設暗渠改良による横断路

取り組み２（横断路整備）
２②道路直下の横断路 

取り組み３（道路侵入対策） 
３②法面張りコン対策 

取り組み４（側溝改良） 

県道２号線 

県

道

70

号

線

国

道

58

号

取り組み 

取り組み 

取り組み 

実施済～実施拡大中の対策 

2007～08 年実施予定の対策 

2008～09 年実施予定の対策 

※今後の調査結果に応じて、対策箇所を追加・拡幅していきます。ヤンバルクイナ保全対策工位置図（現状～計画）

取り組み２（横断路整備） 
２②道路直下の横断路 

西銘岳

（
国
頭
東
線
）

取り組み２（横断路整備） 
２①道路嵩上げによる横断路

取り組み４（側溝改良） 

取り組み６（協働・連携）
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取り組み１（目撃調査） 
ヤンバルクイナの対策箇所を抽出するため

に、重要な情報となる「目撃情報調査」につい

て、国道・県道が同様の調査を行い、情報を共

有します。 
また、目撃地点の①位置情報を集積し、緊急

対策検討に必要となる集中的な出現箇所や当

該年度の出現傾向を把握します。更に、多くの

②目撃情報を分析し、対策箇所検討に必要な

「出現しやすい環境条件」を把握します。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜これまでの目撃情報で確認された傾向＞ （70 箇所 111 個体の目撃情報分析結果より） 

 

・道路脇が平場（取付道路含む）の区間 

・道路横断を確認した個体に関しては 
 道路両側が盛土(谷付き)－盛土(谷付き)の組合せ区間 

・道路両側が森林－森林の組合せ区間 

・道路両側が森林－草地の組合せ区間 

・車道路肩のリター堆積が多い区間 

 

・道路脇が切土（山付き）の区間 

・道路脇両側が草地－草地の組合せ区間 

 

ヤンバルクイナ目撃情報

① 日時 平成19年6月19日 ＡＭ・ＰＭ 3時45分 天気　曇り

② 路線 国頭東線 　・ 県道２号線

③ 1.8Kmポスト

④ 目撃状況　道路沿い平場で羽を広げ太陽光を浴びていた。
１、２分後 茂みの中へ消えた入った。

目撃箇所の反対側

⑤ 備考

写真 写真

目撃箇所

写真 写真

北側より 南側より

（
国
道
・
県
道
） 

目
撃
情
報
の
共
有 

特に目撃例の多い

場所を抽出 

ロードキル危険箇所の緊急対策！

(看板設置、クイナフェンス設置等) 

・優先すべき対策区間の選定 

・新たな対策方法の検討 など 

 

ヤンバルクイナの 

目撃例が比較的多い

ヤンバルクイナの 

目撃例が比較的少ない

ヤンバルクイナ

目撃！ 

出現しやすい環境

条件の分析 

ヤンバルクイナ目撃情報記録 



 6 

取り組み２（横断路整備） 
ヤンバルクイナが道路を安全に渡れるように、以下の３手法で横断路を整備します。 

 

①嵩上げによる道路下横断路設置（国道 58 号） 

多数のヤンバルクイナが道路侵入する区間の車道部を嵩上げすることで、道路と生活

空間を分け、安全に横断できるような横断路（ボックスカルバート）を設置します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②道路直下への横断路設置（県道２号線、県道 70 号線） 

多数のヤンバルクイナが道路侵入する区間の直下に横断路（ボックスカルバート）を

設置します。呑口部に餌場となりうる水場を配置することにより、横断路へ導きます。 
 

 

3.8kmP3.9kmP 3.7kmP
至 奥

至 辺戸

盛土

盛土

切土
切土

切土

道路下横断

車道

歩道

図 道路直下横断路設置イメージ（県道２号線） 

図 道路嵩上等による道路下横断路設置イメージ（国道 58 号） 
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③既設道路下暗渠の改良（国道 58 号） 

平成 18～19 年度に、ヤンバルクイナが道路下の排水用横断暗渠（奥－辺戸間における径

1m 以上の暗渠約 15 本）を利用するかについて調査を行い、複数の暗渠での出入りは確認

されましたが、いずれにおいても暗渠の横断通過は確認されませんでした。理由として、

暗渠内の明るさ条件、水路壁面の昇降等の問題が考えられます。 
そこで、既設暗渠を活かしたヤンバルクイナ横断路の確立を目指し、暗渠の改良試験（暗

渠内照明、進入スロープ設置等）を実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④横断路３案の比較検討 

ヤンバルクイナの道路下横断路の適切な設置位置を考えると、下図の３構造が考えられ

ます。各案の試験施工には大きなコストを要しますが、国道及び県道において各案を分担

して施工及びモニタリング調査を行い、効果の比較・検証を行うことによって、対策技術

を高めていきます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

②道路直下への横断路設置案（県道）

③既設道路下暗渠の改良案（国道） 

盛土部 

切土部 

切土部 

図 既設道路下暗渠の改良イメージ（国道 58 号） 

図 横断路３案の比較検討イメージ 

 

暗渠内に板状の構造物を設

置し全幅水没を解消する。 

小動物の落下死を防ぐため

に、スロープ部を設ける。

照明（昼間のみ）を設置するこ

とにより、ヤンバルクイナ等昼

行性動物の移動を可能にする。

排水路（緩傾斜型）はス

ロープ部に再配置する。

吐口水路部の側面にス

ロープを設置する。 

①嵩上げによる道路下横断路設置案（国道）

どのタイプを好むか？ 
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取り組み３（道路侵入防止） 
ヤンバルクイナのロードキルは、道路に侵入することによって発生します。対策として

は、「道路上に侵入させない」「道路から遠ざける」という２つの手法が考えられることか

ら、「クイナフェンス」「法面張りコン対策」を実施します。 
 
①クイナフェンス対策（国道 58 号） 

ヤンバルクイナの道路侵入を防止するために、３～７月の間、道路沿いにフェンスを張ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ｸｲﾅﾌｪﾝｽ設置前の道路侵入例 
（2007 年 6 月 16 日）

ｸｲﾅﾌｪﾝｽ設置後の道路侵入防止例 
（2007 年 7 月 7 日）

ｸｲﾅﾌｪﾝｽ(黒ﾀｲﾌﾟ)

クイナフェンス設置試験結果（2007 年度）

※クイナフェンスは、ヤンバルクイナの道路侵入を防止する対策ですが、一方で自由な移動を妨げる「移動
分断」の問題が発生するため、横断路整備（技術開発中）と合わせて対策を実施していきます。 

高さ
約1m

約80°

プラスチック製
角目ネット

高さ
約1m

約80°

プラスチック製
角目ネット

写真 クイナフェンス設置状況 

侵入
解消

侵入
解消

侵入
解消

クイナフェンス設置試験結果（2007 年） クイナフェンス設置イメージ 



 9 

②法面張りコン対策（県道 2号線・70 号線） 

ロードキル低減効果を期待して、法面に張りコンクリートを施します。 
a. 張りコンが、ヤンバルクイナの隠れる草地を道路から遠ざけます 

・ヤンバルクイナが、車道に近づきにくくします。 
・ヤンバルクイナが草地から飛び出しても、運転手がブレーキを踏む余裕ができます。 
b.張りコンが、道路沿いの雑草を無くして視界を広くします。 

・ヤンバルクイナが、近づいてくる自動車を見つけやすくなります。 
・運転手が、飛び出してくるヤンバルクイナを遠くから見つけやすくなります。 
 
 
 

 

 

 

③道路侵入対策２案の比較検討 

道路侵入対策としては、下記２手法が考えられますが、国道及び県道において各案を分

担して施工及びモニタリング調査を行います。 
調査結果から、対策の有効性や課題を比較・検証を行い、対策技術を高めていきます。 

写真 張りコン対策実施状況 

車道

盛土

法面

切土

法面

★運転者の視界幅を拡大 

② 法面張りコン対策(県道) 

★クイナの餌場を

車道から遠ざける

車道 

盛土 

法面 

切土

法面

★クイナの道路侵入を防止

①クイナフェンス対策(国道)

図 侵入防止策２案の比較検討イメージ 
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取り組み４（側溝改良） 
道路沿いに存在するＵ字側溝を改良し、ヤンバルクイナの雛などの小動物が脱出できる

構造にします。 

 

写真 片側緩傾斜側溝に出入りするヤンバルクイナ（県道 70 号線） 

 

   
 全面片側緩傾斜側溝（国道 58 号） 全面片側緩傾斜側溝（県道 70 号線） 

 

  

部分片側緩傾斜側溝（県道 70 号線） スロープ付き側溝（県道 70 号線） 
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取り組み５（注意喚起） 
 
①看板設置 

運転者への注意喚起対策として、看板（工事看板タイプ）を設置します。また、大型看

板設置についても、検討します。 

 

 

 

 

 

 

写真 看板（工事看板タイプ;国道 58 号） 

②道路標識設置 

運転者への注意喚起対策として、道路標

識を追加設置していきます。 
 
 
 
 
 

 
写真 道路情報表示盤（県道 2号線）    写真 道路警戒標識（国道 58 号） 

 

③草刈り 

運転者の視界確保策として、道路沿いの草

刈りを年１～２回実施していきます。 
 
 
 

 
                     写真 草刈り状況（国道58号）
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取り組み６（協働・連携） 
 
①国道・県道の連携 

定期的な情報交換を行うことにより、連携の強化を図ります。 
 
これまでの主な取り組み 最近の実施状況 参加者 

国道・県道ヤンバルクイナ 
保全対策情報交換会 

・第１回（2007.11.2） 
・第２回（2007.12.12） 

・北部国道事務所 
・北部土木事務所 

やんばる地域ロードキル発

生防止に関する連絡会議 
・第１回（2007.8.17） 
 

・環境省那覇自然環境事務所 
・北部国道事務所 
・北部土木事務所 他計 24 機関 

 

②地域との連携・協働 

道路事業者だけでは対応しきれない部分について、地域住民の方々の協力をお願いした

いと考えています。具体的な方法については、今後各地域において、ご相談させていただ

きたいと考えています。 
 
これまでの主な取り組み 最近の実施状況 参加者 

クイナフェンスの設置・撤

去の協働 
・第１回（2008.3.4 予定） 
 

・北部国道事務所 
・奥小学校、北国小学校 

ヤンバルクイナ等 
目撃情報調査 

・2007.4～ 実施中 
 

・北部土木事務所 
・やんばる地域を現場とする工

事業者 等 

クイナフェンス現地説明会 
 

・第１回（2007.4.27） 
 

・北部国道事務所 
・国頭村 
・国頭村奥区 他 

 
③学識者や専門機関との連携・協働 

協議会や委員会などを通じて、国道・県道における取り組みについて、学識経験者から

アドバイスいただきます。対策の計画・設計段階でヤンバルクイナの生態等に関する専門

知識を反映させるプロセスを踏むことによって、現時点でより良い手法を採用できるよう

に努めます。 
 
これまでの主な取り組み 最近の実施状況 参加者 

やんばる地域ロードキル 
発生防止に関する連絡会議 

・第１回（2007.8.17） 
 

・環境省那覇自然環境事務所 
・北部国道事務所 
・北部土木事務所 他計 24 機関 

ヤンバルクイナ対策現地 
説明会 

・第１回（2007.4.27） 
・第２回（2007.6.17） 
・第３回（2007.8.9） 

・北部国道事務所 
・環境省那覇自然環境事務所 
・学識経験者・専門家５名 他 

北部国道環境検討委員会 
 及び同小動物部会 

・第６回（2007.10.2） 
・第７回（2008.2.26） 

・北部国道事務所 
・学識経験者 他 
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Ⅲ．やんばるでの安全運転のお願い 
やんばるの貴重な自然を後世に残すために、運転には十分注意いただきますよう、お願い

いたします。 
 
１．やんばる道路を運転する際のお願い 
 

①道路脇からの動物の飛び出しに注意をはらい、 

スピードを落として運転してください。 

 

②動物の飛び出しに備えて、 

常にブレーキを踏む準備をしてください。 

 

③車間距離を十分にとって、 

前の車の急ブレーキに注意してください。 

 
２．ヤンバルクイナの道路出現の特徴 

○特に朝・夕が多いが、朝～夜まで注意！ 

・ヤンバルクイナは、朝（日出前後）から夕方（日没前後）まで、活動する。 
・夜間でも、月が明るい夜には活動する場合もある。 
・道路への出現は、特に朝（日出前後～9 時頃）、夕方（17 時頃～日没前後）が多い。 
・昼間でも雨天・曇天時には、道路によく出現する。 
 
○特に４～６月が多いが、年間を通じて注意！ 

・３～８月の繁殖期の出現が多く、特に４～６月の子育て期は非常に出現が多い。 
・年間を通じて、道路への出現が見られる場所もある。 
 
○やんばる道路のどこでも注意！ 

・道路の周辺環境（直線・カーブ、登り・下り等）に関わらず、集落～山間部までヤンバ

ルクイナは出現する。 
・1998～2006 年は国頭村安田周辺（県道 70 号線）で、2007 年は楚洲周辺（県道 70 号線）

で、事故や目撃例が最も多かった。 
・雨で路面が濡れている場合には、ヤンバルクイナや他の小動物を見つけにくい。 
 
３．もしひかれたヤンバルクイナを見つけたら 

・死んだり傷ついたヤンバルクイナなどをみかけたら、まず下記に連絡してください。 
・万が一ヤンバルクイナをひいてしまっても、故意でなければ罪に問われることはありま

せん。 
環境省やんばる野生生物保護センター 0980-50-1025 

ヤンバルクイナ救急救命センター 0980-50-3300、090-6857-8917 
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＜参考＞ やんばる地域ロードキル発生防止に関する連絡会議 報道発表資料 

 

 




